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会長の時間 鈴木敏藏会長   

今年度、伝統ある日高ロータリークラブの会長

を務めさせて頂くこととなりました。私は自身の

過去の経験を活かし、今年度のクラブテーマを

『楽しくて、為になるロータリー』とさせて頂き

ました。ロータリークラブは、会員同士の親睦を

重んじ、互いに学び合う場所でございます。会員

皆様が仕事をする上で、または生活する中で、更

により良く進めるヒントを得られるような例会

にしたいと考えております。コロナ禍でもありま

すし、今後情勢がどう変化して行くかは分かりま

せんが、臨機応変に『出来る事をやっていく』と

いう心構えで進んで行きます。長谷川悟幹事と共に一年間頑張って参りますので、会員皆様の

御理解御協力をお願い致します。 
 

 

幹事報告 長谷川 悟幹事  

理事会報告(承認事項) 

・夜間親睦例会について 

 7 月 26 日(予定) 於：あさひ 

※コロナウィルスの状況を鑑みて判断 

・地域学校協働活動について 

＊年度計画書配布、確認して下さい 

 
 

結婚誕生祝 谷野秀之親睦活動委員長 

 

 

 

【誕生日】7 月  

清水義峰夫人 智恵美様 

古本良子夫君 洋様 

        

【結婚記念日】 

        清水義峰さん 

 
 

 
 



 

クラブ協議会 就任挨拶 年度方針         

鈴木敏藏会長 
『何が必要であり、 

何が必要ないかを精査する』 
過日の会長研修会の際に、あるガバナー補佐が大変

参考になるお話をされていました。組織を動かす要素

には『内部調整・思考・行動・結果』があるそうです。

この 4つの中で内部調整以外の何処からスタートして

も良い結果には繋がらないという事でした。私は多く

の行事を進めていく中で内部調整の部分に気を配り、

例会・奉仕活動・親睦行事を通じクラブ内で会員一人一人が自分の存在価値を感じ、ロ

ータリーライフを楽しめる、協調性あるクラブ作りを目指したいと考えています。皆様

のご理解とご協力をお願いいたします。一年間、どうぞ宜しくお願い致します。 
 
 

白井 威副会長 
『会長の補佐役として』 
 副会長の役割として一番大切な事は会長を補佐す

るという事だとおもいます。そして卓話の講師、来訪

ロータリアン、お客様を温かい心でお迎えし、心を込

めた接待をしたいとおもいます。また、同様に会員皆

様が楽しめる例会を心がけ、会員同士のコミュニケー

ションも大切にしたいと考えています。どうか一年間、

御協力を宜しくお願い致します。 
 
 

長谷川 悟幹事 
『会長の意向を大切に』 
 会長を支え、会員皆様の意向を伺いながら、幹事と

してクラブ運営をサポートして行きたいです。今年度

は年末に『創立 40 周年記念式典』という大きな行事

を控えております。慎重に会議を重ね「全員の記憶に

残る記念式典にしたい」という会長の意向に添えるよ

う頑張りたいです。一年間頑張りたいと思いますので、

会員皆様の御協力を宜しくお願い致します。 
 
 

和田貴弘ＳＡＡ 
『親睦を深める場になるように…』 
コロナ禍での例会運営となりますので『感染防止』

を第一に考えたいとおもいます。そして、例会のスム

ーズな運営を図るよう、会長・幹事・各委員会の委員

長と連絡を密にとることを心がけ、来訪者がある際に

は温かい心遣いを大切にお迎えしたいとおもいます。

会員皆様が貴重な時間を効率よく、楽しく過ごせるよ

うに、一年間ご協力をよろしくお願いいたします。 
 

.出席報告 7 月 5 日 会員数 出席数 出席免除 欠席数 出席率 6/14 率 
夜間 １８ １４ ２ ４ 75％ 100% 

 
 
 

ニコニコボックス報告 会員 14 名 金額 19,000 円 累計金額 19,000 円 
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